
 
「世界津波の日」 2018 高校生サミット in 和歌山 

～「津波防災の聖地」で濱口梧陵の精神を共に学ぶ～ 
開催要項（案） 

１．開催趣旨 
１１月５日の「世界津波の日」は、津波の脅威と対策について理解と関心を深めることを目的に、２０１

５年１２月の国連総会において、日本が提唱し、我が国をはじめ１４２か国が共同提案を行い、全会一致
で採択されたものです。 

この日が「世界津波の日」とされたのは、安政元年（１８５４年）１１月５日、安政南海地震による津
波が現在の和歌山県広川町を襲った際、和歌山県の先人である濱口梧陵が稲むらに火をつけ、津波から逃げ
遅れた村人を高台へ導いて、多くの命を救った故事にちなんだものです。 

濱口梧陵は村人の命を救っただけでなく、その後、村人を雇い莫大な私財を投じて村の再生を支援し、将来
の津波に備えて堤防を築きました。この堤防は昭和２１年１２月の昭和南海地震による津波の被害を最小
限に抑えました。 

これら「稲むらの火」の故事は、災害が起きた時に考えるべき３つの要素、①人命救助、②地域の復興、③
将来の防災能力を高めること、を全て含んでいます。 

地震津波などの自然災害から住民の命を守るためには、世界各地域で防災の知見と災害の脅威への深い
認識の下、必要な防災、減災、迅速な復旧復興、国際連携に資する施策を総合的かつ計画的に実行するこ
とが重要です。 

このため、地震津波から国民の生命、身体、財産の保護、国民生活及び国民経済に及ぼす影響を最小化
できる国土強靱化を担う将来のリーダーを育成することを目的とした「世界津波の日」高校生サミットが創設され、
一昨年は高知県で、昨年は沖縄県で開催されてきたところです。 

高知県においては、３０か国の高校生が参加し、「黒潮宣言」が採択されました。沖縄県においては、島しょ
国を中心とした２６か国の高校生が参加し、「若き津波防災大使ノート」がとりまとめられました。 

和歌山県では、津波予測システムを活用した緊急速報メールによる避難の呼びかけや避難場所安全レベル
の設定など、先進的な津波対策とともに、毎年、直近の大災害の分析も加えて津波防災講演会を開催し、県
民の津波防災意識の向上に努めています。また、一昨年、国において創設された濱口梧陵国際賞受賞者の
本県招聘等を通じ、「稲むらの火」の故事を全世界に広めるよう努めています。 

濱口梧陵が生まれ活躍した舞台である和歌山県は、「津波防災の聖地」として、今後も「世界津波の日」制
定の由来となった濱口梧陵の精神を全世界に発信し、次世代に過去の災害の教訓を伝えることで、津波防災
意識をさらに向上させていきます。 

過去２回の高校生サミット開催の精神を受け継ぎ、本年は「世界津波の日」ゆかりの地であるここ和歌山県
に日本を含む世界各国の高校生を招き、防災分野における将来のリーダーを育成するとともに、災害から世界
中の人々の命を守ることを目的に「世界津波の日」２０１８高校生サミット in 和歌山を開催します。 

２．主 催        和歌山県、和歌山県教育委員会、広川町、広川町教育委員会 
３．共 催（予定） 国連国際防災戦略事務局（UNISDR）駐日事務所 
４．後 援（予定） 国土強靱化推進本部、内閣府政策統括官（防災担当）、外務省、文部科学省 

国土交通省、気象庁､経済協力開発機構（OECD） 
東アジア・アセアン経済研究センター（ERIA）、和歌山大学、ＪＩＣＡ関西 

５．開催日       2018 年 10 月 31 日（水）～11 月 1 日（木） 

別紙１ 



６．会 場  和歌山ビッグホエール他 
          [住所]和歌山市手平 2 丁目 1-1  [電話番号]073-433-0035 

 
7．参加者  約４５０名（生徒＋引率） 

海外招聘者 約３００名(約 48 ケ国) 
国内参加者 約１５０名(和歌山県含む) 

 
8．使用言語 英語 
 
9．参加費（国内）昼 食 費：１人 3,000 円程度（１食 1,500 円程度×２日分） 
             レセプション：1 人 1,500 円程度 
             宿 泊 費：１人 3 泊 4 日 14,580 円（朝・夕食含む）  
             宿 泊 施 設：ガーデンホテルはやし（主会場まで車で約 20 分） 

［住所］和歌山市紀三井寺 673 ［電話番号］073-444-1004 
※ 宿泊施設∼サミット会場間及びサミットプログラムに関するバス移動については、費用 

負担はありません。 
※ 上記の他に、自宅∼宿泊施設までの往復旅費については、自己負担となります。 

 
10. 日程  
    10 月 31 日(水)  
      午前：分科会ブリーフィング 

午後：開会式、記念植樹、記念撮影 
夕刻：レセプション 
 

    1１月 1 日(木)   
午前：分科会 
午後：津波防災講演会、総会、閉会式 
 

   （参考） 
     10 月 29 日(月)､30 日(火)は、海外招聘者を対象としたスタディツアーを実施 
       また、10 月 28 日(日)は、稲むらの火祭りにも参加予定 
 
11．テーマ、分科会 

（1）全体テーマ 
災害から命を守る 

～「津波防災の聖地」和歌山で濱口梧陵の精神を共に学ぶ～ 
 

（2）分科会の分野 
①災害について知識を得る 

過去の災害からの学び、先人の教え、災害のメカニズムや被害想定等 
 
②災害に備え意識を高める 

学校や住まいの防災・減災対策、防災意識の向上、防災訓練等 
  
③災害から生き抜く 

避難行動、安否確認、情報収集、避難所運営、復旧・復興等 


